
主体的・対話的で深い学びの実践シート（農業、水産） 

１ 日時・場所 令和７年９月 24 日（水）５、６限 施設園芸科温室 

２ 対象・人数  施設園芸科 ３年Ｂ組 13 名 

３ 科目・単元名 総合実習 生産実習と学校活動の魅力発信実習 

４ 本時の目標 

 インスタグラムを活用した学校の情報発信を題材に、生徒が主体的・対話的

で深い学びを通してアントレプレナーシップを理解する。 

 投稿案の企画・作成・振り返りまでの一連の活動を通して、情報を適切に扱

い発信するための情報マネジメントの視点や、見る側を意識したマーケティン

グの基礎的な知識を身に付ける。 

５ 生徒の実態や課題 

 事前アンケートの結果、生徒の多くはＳＮＳを娯楽として利用しているが、

学習内容や生産物を意図して発信した経験はなく、マーケティングやターゲッ

ト設定の意識も薄い。また、ＳＮＳマナーや著作権、個人情報保護の理解も不

十分である。 

６ アントレプレナー  

シップ醸成の場面 

 収穫や加工、販売準備、学校行事などの場面で公式インスタグラムアカウン

トを使い、農産物の魅力や生徒の取組を発信する。 生徒が主体となって投稿

の企画、撮影、編集、公開を行い、ユーザーの反応を分析しながら改善するこ

とで、経営者視点やＰＤＣＡサイクルの感覚を養う。 

７ ＩＣＴ活用 

 スマートフォンやタブレット端末、カメラといったＩＣＴ機器を使い、イン

スタグラムの投稿機能・リール機能・インサイト機能を活用する。また、写

真・動画の編集アプリやハッシュタグ分析ツールを使用して質の高い投稿を作

成し、反応を分析する。 

８ 準備・打ち合わせ 

 ＳＮＳ利用規約の確認、投稿の構成や撮影計画、ハッシュタグの検討を事前

に行う。撮影機材（スマートフォン、三脚、ライト）、編集アプリ、商品の撮

影用サンプルを準備する。実習教員との打ち合わせで、撮影許可や投稿ガイド

ライン、危機管理対応について共有する。 

９ 仮説 

 学校の情報発信の場面において、市場調査や危機管理など、アントレプレナ

ーシップを育む場面を取り入れることによって、生徒が主体的に情報を企画・

発信する力とマーケティング感覚を身に付け、社会や地域とのつながりを意識

して行動する態度が育成されるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 



10 評価するポイント 評価の観点 Ａ（十分に満足） Ｂ（おおむね満足） Ｃ(努力を要する） 

情報発信の計画と実

施。 
思考・判断・表現 

作物の生育に合

わせて、情報を発

信するスケジュー

ルを設定し、計画

通りに実施できて

いる。 

情報発信の計画

は立てられている

が、実施面では改

善が必要で、教員

の助言を受けなが

ら実施している。 

情報発信の計画

が不十分で、投稿

の質や更新が安定

せず、教員に依存

している。 

振り返りと改善への

姿勢。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

収集した情報を

分析し、自ら改善

策を考え実行して

いる。 

収集した情報の

分析や改善を行っ

ているが、人任せ

にするなどまだ、

消極的な面があ

る。 

収集した情報の

分析や改善に取り

組んでおらず、反

応に無関心であ

る。 

11 主体的・対話的で 

深い学びの場面 

 生徒はグループごとに投稿するコンテンツを企画し、ターゲットや伝えたい

メッセージを議論する。撮影・編集の役割を分担し、互いに意見を出し合いな

がら写真や動画を制作する。投稿後にはインサイト機能などを活用し、フィー

ドバックを基に次の投稿案を改善する。 

12 生徒の変容 

 ＳＮＳでの情報発信を通じ、従来受

け身だった生徒が積極的にアイデアを

出すようになり、文章力や写真の構図

など表現力が向上した。投稿の反応を

見て改善策を考えるなど、ＰＤＣＡの

視点をもてるようになった。チームメ

ンバーとの対話も活発になり、協働し

て課題解決に取り組む姿勢が見られ

た。 

 「実習服の着方や安全確認を守る」

「撮影場所を事前に確認し、公共の場

で迷惑にならないようにする」「見る

人が安心できる表情や言葉遣いを意識

する」などの発言が見られ、生徒は発

信者としての責任を自覚し、情報の取

扱いに対する意識を高めることができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動画撮影の様子  

13 検証と考察 

実践後の生徒アンケートから「自分たちの活動を発信する楽しさを感じた」

「マーケティングの視点を学べた」との声が多く、生徒が主体的に情報を企

画・発信する力とマーケティング感覚を身に付け、社会や地域とのつながりを

意識して行動する態度が身に付いたと考えられる。 

14 振り返りと改善 

 ハッシュタグや投稿時間帯など分析をより深め、目標フォロワーを意識した

コンテンツ企画を行う必要がある。今後は校内活動に限らず、地域の農家等と

のコラボ投稿などを検討し、より実践的なマーケティング体験を実践したい。

また、 ＳＮＳ利用に関するルールや情報モラルについては継続的に指導し、生

徒が発信者として適切に判断・行動できる情報マネジメント力の育成を図る必

要がある。 


